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 午後２時19分開会 

○永本浩子委員長 ただいまから、文教民生委員会

を開会いたします。 

本日の委員会ですが、所管事務調査であります。 

それでは、市内における新型コロナウイルス感染

症の状況及び対応について、理事者より説明をお願

いいたします。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 資料１号を御覧願いま

す。 

４月23日に北海道から情報提供のありました、新

型コロナウイルス感染症に係る集団感染事例の発生

につきまして御説明いたします。 

このたび網走市内の飲食店において、新型コロナ

ウイルス感染症の集団感染が確認されております。 

集団感染発覚の経緯でありますが、網走市におけ

る飲食店の利用客２名が、４月21日に新型コロナウ

イルス感染症の陽性と判明しております。 

このことを受け、同飲食店の従業員及び利用者を

対象といたしまして、順次調査及び検査を実施した

ところ複数の陽性者が確認され、陽性者の行動歴か

ら総合的に集団感染事例と判断されたものでありま

す。 

感染者の状況でありますが、感染者数は10名、症

状は無症状及び軽症、感染者の年代は50歳代から70

歳代、感染者の内訳は経営者１名、従業員１名、利

用客８名となっております。 

４月23日現在では全体で８名の感染者でありまし

たが、４月24日に利用客２名が当該集団感染事例に

関連性が認められる感染者と判断されたため、合計

で10名の感染者となっております。 

なお、飲食店の所在は網走市となっております

が、患者数には集団感染事例が発生した地域以外の

居住者も含まれているとのことであります。 
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飲食店の名称でありますが非公表となっておりま

す。 

当市におきましては、この北海道からの公表を受

けまして、４月23日14時15分から新型コロナウイル

ス感染症対策本部を開催いたしまして、それぞれ各

部署で役割を確認し対応したところであります。 

以上でございます。 

○永本浩子委員長 ただいまの説明に対し質疑ござ

いますか。 

○村椿敏章委員 まず、今回のクラスターというこ

とで、この間の北海道のね、出す情報の中に市町村

名が入っていないので、オホーツク管内という情報

しか入ってこないことから、市民の中では広すぎて

どこで感染しているのかがわからない、今回のクラ

スターが発生したというところで、当然というかこ

の間にクラスターがないから、今まで市町村名を発

表していなかったというふうに私たちは考えていた

のですけれども、今回クラスターが発生した中で、

道が公表する中に網走市という名称が入ってくると

思っていたのですけれども、これが入っていなかっ

たというのはどういうことなのかを伺います。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 北海道の公表の考え方、

御本人が同意をしなければ非公表ということがござ

いますけれども、今回、集団感染された方々、北海

道の公表を見ますと皆さん非公表になっております

ので。ただ、これは集団感染事例といったことで北

海道が、網走の飲食店ということで従業員、経営者

ということでありますから、そこまでの公表にとど

まったと。 

ベースの御本人が非公表を望んでいるというよう

なところが、やはり大きな要因だというふうに考え

ています。 

○村椿敏章委員 ということはクラスターだとして

も、この北海道の公表の中に市町村名は入ってこな

いということなのですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 御本人のやはり同意とい

うのがあるのだなというふうに、今回は思ったとこ

ろであります。 

今回は10人の集団感染事例ということで陽性者が

おりますけれども、皆さん非公表といったことで、

ただ網走の飲食店で起きたというような公表にとど

まったといったことで認識をしております。 

○村椿敏章委員 北海道の考え方はそうだっていう

ことはおおよそわかりましたけれども、網走市とし

てね、この公表の在り方というのですかね、市民に

正確な情報を伝えるために網走市としては、今回ク

ラスターが出ているわけだから、本人のね、公表の

意思はないという、公表したくないという部分もあ

ったとしても、北海道に対してここは公表すべきじ

ゃないのかということも言うべきだと思うのですけ

れども、そういう点についてはどうなのでしょう

か。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今御説明した内容が、北

海道から公表されている情報でありまして、網走市

としても正式に網走市民であるとか、どこに居住し

ているだとか、そういったところを把握しておりま

せんので、そこはなかなか難しいというふうに判断

をしてございます。 

そして、昨年９月と今年の２月にですね、北海道

が市町村に対してアンケート調査なども実施をして

いて、一度、道新ですとか、日経ですとか、新聞報

道にもちょっと載りましたけれども、今北海道の中

でも市町村名を公表するですとか、そういった対応

に向けて今動いているところなので、今後そういっ

た部分も改善されてくるのではないかなというふう

に感じているところでございます。 

○村椿敏章委員 おおよそわかりました。 

それでですね、この間の北海道の感染状況の情報

を見ると、４月22日にオホーツク管内で３人、そし

て23日に６人、そして24日に５人と、そういった場

合に今回のクラスターに関係する方は22日のうちの

２人と、23日のうちの６人と、24日のうちの２人が

入っているのかなと考えるのですが、その中に24日

の２人の中の患者の年代で80代の方がいるのです

よ。 

それで、私はこの80代の方もクラスターに関わる

人なのではないのかなと思ったのですが、網走市の

情報の中では、このクラスターに関連する年代の方

が、50歳代から70歳代というふうに言っているので

すよね。 

これは23日に情報を出しているのですが、24日の

日にさらに２人が増えましたと言っていますよね。

24日の日に２人が増えた中で、80代の人がいるので

あれば、この書き方も50歳代から80歳代に直すべき

なのではないかと思うのですけれども、その辺につ

いてはどうなのでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 北海道から公表されてい

る人数でありますけれども、もちろんその中に今回

のクラスターの患者が含まれているのだというふう

に考えております。 
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ただ、私どもが公表しているのは、北海道の公表

に基づいてお示ししているということでございます

ので、我々が詳細を把握しているわけではなくて、

網走市での飲食店のクラスターといったようなこと

がございますから、北海道から情報提供されたこと

はそのままストレートに皆さんにお示しをしている

というようなことでございます。 

○村椿敏章委員 そうしますと今回のクラスターの

情報の発信は、最終的には網走市のほうでホームペ

ージにアップしていますが、もともとの情報の発信

元は当然北海道なのでしょうけれどもね、北海道か

ら示されたのが50歳代から70歳代ということなので

すか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 お見込みのとおりでござ

います。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

○金兵智則委員 そうしたらまず資料１号のとこ

ろ、これが道から市が聞いて今公表できる部分だと

いうことなのですけれども、先ほど最後に４月23日

14時15分に対策本部が行われたと言った後、情報の

発信までの流れを多分押さえていると思うのですけ

れども、その辺を教えていただきたいと思うのです

が。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ４月23日16時15分に新型

コロナウイルス感染症対策本部を開催し、今後の対

応を検討したといったことであります。 

まず一つ目に議会に対する説明、そして報道に対

する説明会の開催、それからホームページへの掲

載、これは経緯及び内容それから市長メッセージ、

併せてこれらをフェイスブック、ツイッターへの投

稿をする、そして今回、網走市の飲食店でのクラス

ターといったことでございましたので、業界、観光

協会ですとか社交業組合ですとか商工会議所、また

お食事券登録業者への周知が必要であろうというよ

うなところも含めて、関係部署での担当割をして話

をしたところであります。 

後は各部署による管理をしている公共施設への周

知ですとか、ドアにお知らせを張るですとか、そう

いったところの指示を受けたり、後は職員に対する

感染防止対策の徹底が必要だということで話をした

ところであります。 

その後、16時45分から議会説明として、会派代表

者会議の中でその時点でわかっている情報を御説明

させていただき、北海道が18時にプレスリリースを

しておりますので、その後18時30分から報道記者に

対する説明会を開催いたしました。 

そして、これはですね、振興局が連休前というこ

とで飲食業への注意喚起というようなことで予定し

ていた部分もあって、たまたまこの事例とマッチし

たものですから、ちょうどこの日に振興局長と市長

とですね、市内飲食店に対する注意喚起を午後８時

から行ったといったことであります。 

その後、ホームページ等への掲載と整理をいたし

まして、その日は終わりました。 

そして、その次の日４月24日19時に、また新たに

北海道からの公表があったので、またさらにホーム

ページを更新したといった流れで対応したところで

あります。 

この中で業界ですね、観光協会、社交飲食業組

合、商工会議所、お食事券登録業者への周知という

ような部分につきましては、観光商工部のほうで、

担当させていただいたので…（発言者あり）、いな

いですね、そういったことで対応させていただいた

と。 

その日のうちにですね、多分業界には連絡をした

り、調整をしたりというような対応をしたのだとい

うふうに認識をしてございます。 

○金兵智則委員 ということは、我々が16時45分に

代表者会議が行われて、そこでその時点での情報を

いただきまして、ということは、外向けに市が発信

したのが18時半、報道の方への何と言えばいいので

すかね、記者会見というか、それが初めて。 

先ほどの話でいくと、この日の夜に初めてホーム

ページにアップされたと。２度目の追加の２名に関

しては翌24日の19時以降……19時に発表されたの

で、それ以降にホームページで出されたというとこ

ろで間違いがなかったのか。あとその20時の注意喚

起、たまたまその日に当たっていたということで、

市長と振興局長が回られたということなのですけれ

ども、これはもともと６件でしたかね、新聞による

と６件を回ったと。 

これは、これがあったから何か変わったのか、そ

のもともとのことを、もともとの通りにやったの

か。 

その辺もしわかることがあれば、ちょっと教えて

いただきたい。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 これは北海道主催として

行ったもので、ちょっとこの集団感染事例があった

ものですから、振興局長のほうから市長どうですか
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と、こういう機会なのでぜひ一緒にというようなこ

とで、回ったのだというふうに認識をしてございま

す。 

○金兵智則委員 わかりました。 

たまたまその日にあったので、一緒に行こうよと

いうことでやったということで、特にこれがあった

からというわけではなくて、前もって決まっていた

のだよということなのだと思います。 

あと、さっきのホームページの発表なのですけれ

ども、もう一度確認をさせていただきたいのですけ

れども、４月23日は何時くらいだったのか。ちょっ

と僕も小まめに見ていたのでよくわからないのです

けれども、多分夜に市民の皆さんが直接報道の方で

ね、ツイッターか何かにすぐに上げてくれた方もい

たので、それで見るのが早かったのかもしれないの

ですが、市の正式発表としてはホームページが市民

の方の目にできる最初なのかなと僕は思っているの

ですけれども、これがいつ頃だったのかっていうの

をちょっとお伺いしたいのですけれども。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 修正等々をしてですね、

最終的に私が確認したのは22時ぐらいだったという

ふうに、その前にも……ちょっと申し訳ありませ

ん、これはいろいろ調整をして最終完成形といいま

すか、ちょっと一部あげた後に修正をしたりちょっ

とあったので、最後に私が確認したのが22時頃だっ

たというふうに思っております。 

○金兵智則委員 とりあえずわかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

○平賀貴幸委員 私からも何点か伺わせていただき

たいと思います。 

そうですね、まず24日までのことを伺えばいいの

だろうと思いますけれども、６店舗を回ってどんな

意味があったのかなと思うのですよ、率直。何の意

味があったのかなと思うのですけれども、社交飲食

業組合さんなどには、今日は抜き打ち検査があるの

でマスクをしっかりして対応するように、というよ

うなメールがどうやら流れていたようでして、そう

いうふうな形で備えていたのだと思います。でも結

局６店舗しか回らなかったのだったら、何だったの

だこれというふうに思うのだろうなって正直に思い

ますし、どんなこれ……、６店舗……、何でこんな

中途半端なのですかね。 

○後藤利博副市長 担当部長のほうから午後８時

に、振興局長と市長の両名が飲食業を回ったという

ことでお伝えをしましたけれども、先ほど来、他の

委員からも御質問がありましたけれども、この回る

事業所というのですか、飲食店もですね、北海道の

ほうで選定をしたということで、また、回った件数

ですとか、どういうところ、それがどういう効果を

狙ってという具体の部分については、市のほうで承

知をしておりません。 

○平賀貴幸委員 わからないけれども、わかりまし

たなのですけれども、このウイルスが発生するクラ

スターになる前からですね、気になっていたのは普

通に飲食店に用事があって行ったりすると、マスク

をしないで、お酒を飲みながら普通に会話をしてい

たり、たばこをスパスパ吸いながら普通に会話して

いたりする人がいっぱいいて、カラオケもマスクを

せずに普通に歌っているような人も見かけたりする

ことがあったというふうに思っております。 

これはいつ何があってもおかしくない、何とかせ

ねばならないなと思ったところにこの発生だったも

のですから、大変残念だなというふうに思っている

のですけれども、６店舗でとどまらず全店舗を訪問

して、いろいろと確認をしなければいけないという

ふうに私は強く思うのですけれども、その辺はどん

な対応がこの間やられてきたのか、やられないの

か、どんな状況なのですか。網走市としての対応。 

○後藤利博副市長 飲食業なりスナックなり、やら

れている部分への注意喚起ということは、北海道の

ほうでも新スタイルということで注意喚起を行って

おりますし、今委員が心配されるような状況があっ

たというような思いもあって、このゴールデンウイ

ーク前に事業所全店ではありませんけれども、注意

喚起を促していこうということになったのではない

のかなというふうには思っております。 

○平賀貴幸委員 そこは北海道がそういう思いであ

ったというのはわかったのですけれども、市民の命

を守るという観点で、最前線にいるのは網走市にな

るのですよね。そうすると私が申し上げたのは、今

やっていないならこれからでも遅くないので、しっ

かりと全店舗訪問をやって、啓発の貼り紙をです

ね、網走市で目立つような紙で作った上で、それを

貼りながらしっかりと対応を呼びかけてくださいと

いう形をやることじゃないのかなと、まず一つは思

うのですよ。 

というのは、なかなかお店の側から注意しづらく

て困っているという状況が見て取れるものですか

ら、北海道はそれはお店がちゃんと言いなさいと

か、対応しなさいと言っているのはわかるのです
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よ。 

それが原則なのですけれども、でもなかなか実際

には言いづらいというのがあるので、それを自分た

ちで作って、貼り紙を作れるお店はいいですけれど

も、なかなかそれが難しいところも現実として見て

いたらあるのですよね。 

そういった対応をしっかりとしていくのも、ひと

つこのクラスターを踏まえた上での網走市がやらな

ければいけないことだと思うのですけれども、どん

な考え方をお持ちでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今回の集団感染発生に伴

いまして、観光商工部の対応といたしまして、観光

協会に４月23日の時点でまずファクスをし、社交飲

食応援お食事券登録事業者にも４月24日付でお知ら

せをし、社交飲食業組合に対しては４月25日の総会

の中で資料配付、そして商工会議所につきましては

この後になるのですが、４月30日に会報を配る予定

でおりますが、その中に資料を同封するというよう

なことで進んでおります。 

配付する資料につきましては、集団感染事例の発

生に関する市長のメッセージ、また発熱などの症状

がある場合の相談先、それから新型コロナウイルス

感染症の検査費用の助成、それと店舗等感染症対策

支援補助金の利用、あとは黙食のチラシ、これは北

海道が出しているものですが、こういったものをこ

れら機関に周知をするというようなことで進めてい

ますし、これからも進めていくというようなことで

聞いております。 

○平賀貴幸委員 実に合理的な手段としては、郵送

してあるいは団体に配って周知を図る、これは実に

合理的なやり方なのです。 

ただ、こういったクラスターが発生して、網走市

民が不安を抱えている状況のときに、合理的なやり

方で果たしていいのかどうかというのも、私は考え

なければいけないと思っていて、大変ですけれども

１店１店を回って、しっかりと協力のお願いをしな

がら、掲示物についても直接貼るのか、相談に乗る

のか、そういう対応も状況によって私は考えるべき

だというふうに思っておりますので、そのことを申

し上げておきたいと思います。 

それから市長のメッセージが、網走市のＹｏｕＴ

ｕｂｅですか、それでたしか上げられているという

ふうに思いますけれども、再生数ってどのくらいに

なっているのでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 市長メッセージにつきま

しては、ホームページ上で動画配信をし、また、ツ

イッター、フェイスブックでも、投稿しております

けれども、再生数は今確認しておりません。 

○平賀貴幸委員 やらないより、やったほうがいい

と私は思っているので、それはそれでいいのですけ

れども、市民の御意見の中には先ほど金兵委員から

あったとおり、道から報道機関のほうへツイッター

等で会見の動画を見ることができて、桶屋部長が会

見されていたのですけれども、ああいうのも市長が

先頭に立ってやってほしかったという意見も少なか

らずあるというふうに認識をしております。 

それはそれぞれの行政の判断ですから、絶対に何

をしなければいけないということではないのですけ

れども、そんな意見もありましたので、そこはしっ

かりとお伝えをしなければいけないのだと思いま

す。 

あわせてですね、ここはなかなか難しいというこ

とを理解しながらもあえて伺いますけれども、報道

ではですね、クラスターは非常に強い感染力を持っ

ているので変異株の疑いが高いと、道は変異株の疑

いの認定をしたというふうな記述が記事にはありま

す。 

また、道立衛生研究所では確定検査を行ってお

り、今週中にコロナの型が判明するというような報

道もあります。このことは道から網走市に伝わって

いることなのでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 変異株の判断といいます

か、現時点で北海道では道立衛生研究所でしかでき

ないというふうにお伺いをしていて、どうしても札

幌まで検体を持っていって検査をするということ

で、相当なタイムラグがあるということは聞いてお

りますけれども、今このクラスターの感染、このウ

イルスが変異株であるのかどうかというところは、

現時点で確認をしておりません。 

○平賀貴幸委員 今申し上げたようなことは、北海

道から網走市に伝えられていないということです

か、それとも北海道も含めて把握をしていないとい

う、ただの事実をおっしゃったのかどちらですか。 

北海道からは、報道であったような内容を網走市

に対して伝えられてきているという認識でいいです

か。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ちょっと網走市として、

そこは確認できていないという意味でございます。 

○平賀貴幸委員 確認できていないなら仕方ないで

すねと言いたいところですけれども、なかなかそう
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もいかなくて、報道でこういうことを道が言ってい

るのであれば網走市として確認をして、そのことを

ホームページに書いたり、何らかの手段で市民に伝

えるようなことをしなければいけないのだろうと思

うのですね。 

市民の不安の一つは、網走市の先ほど市長が挨拶

でおっしゃっていましたけれども、公式な話だけを

信用してくださいと、情報だけを信用してください

というにもかかわらずですね、新聞にはそれを踏み

越えたことを書いて報道されるわけですよ。 

そこに一体何が本当なのだろうという疑念をもた

れるのですよね。 

どうしても報道のほうが先で、網走市のほうが後

で情報を把握するということ、私は行政の組織が違

いますから、当然起きると思うのですね。 

それをそのままにしておくのではなくて、確認を

した上でホームページなどに追記していかないと、

そういった不安をなかなか払拭できないのだろうな

と思うのですけれども、その辺はいかがですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 日々、北海道から公表さ

れている発生状況がありますけれども、その詳細の

中にですね、一番下のほうになるのですが、変異株

の疑いの事例についてというようなことで、新たに

何例を確認しましたという記載はあるのですが、そ

のクラスターが変異株だったのかどうかということ

については、今把握をしてないという意味で話をさ

せていただきました。 

北海道から限られた情報しかですね、北海道から

得られないということもございますけれども、市と

いたしましてはですね、北海道から公表される、ま

た北海道から提供された事実、そういったものにつ

いては把握をした時点で公表していきたいというふ

うに考えてございます。 

○平賀貴幸委員 そこはよくわかっているのですけ

ども、私が申し上げたのはこんな話も記事にありま

す。 

感染者が発生した上で、このクラスターについて

はこの10人で終わりなのだけれども、クラスターを

幹とした枝の拡大が不透明な状況だと。 

関係機関はさらなる感染拡大がないと断言できな

いとして、徹底した感染予防を強く呼びかけている

という記載もあるわけです。 

こういった報道があった際に、通常なら報道であ

ったことを確認したり、どうこうする必要はないと

思うのですけれども、ただ今回のコロナウイルスに

ついては繰り返し申し上げますが、行政から出てく

る公式な内容よりも報道の内容のほうが手厚くなる

というというような状況が起きているのですね。 

そうした場合に、この報道の情報が果たして事実

なのかを北海道に確認して、確認できれば改めて網

走市の公式な情報で追加して書いていかないと、公

式な情報を信じてくださいというふうに、先ほど市

長が言ったとおりのことだけを信じていると、市民

が不安になるのですよ。 

そこをちゃんと丁寧にやってくださいということ

を申し上げているのですけれども、いかがですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今回のクラスターの発生

を踏まえまして、保健所との意見交換、情報共有は

しているのですが、どうしても限られた情報、やは

りそのベースには非公表というようなことがありま

すので、限られた情報しか入ってこないことがあり

ますけれども、極力ですね、情報の把握に努めて、

出せるものは出していきたいというふうなことで考

えてございます。 

○平賀貴幸委員 そうですね、ぜひそういうふうに

していただいて、できるだけ本当なら報道で初めて

知るようなことを少なくして、行政が出す公式な情

報のほうがより詳しくて正確だということが本当は

いいのだと思います。 

ただ実際には、なかなかそれも難しい状況にある

のも私も十分に理解できますので、報道された情報

がいつまでも市の公式なホームページなどの情報を

見ても、確認されないでずっといるという事態は、

不信感を招く一つの原因となっていますので、ぜひ

そこの是正をですね、大変お手数かけて申し訳ない

のですけれども、努力してもらうしかないのだと思

います。 

我々だけではどうしようもない話なので、そこは

市に頑張っていただくしかないので、そこは努力し

ていただいて情報のずれというのですかね、その辺

をなくす努力をしていただきたいなと思います。 

私からは以上です。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○金兵智則委員 すいません、ちょっと確認を忘れ

たのですけれども、先ほど桶屋部長のほうから各種

関係団体ですとか、市内の公共施設なんかに分担を

しながら情報発信をしたというお話があったのです

けれども、これは多分対策本部の中でここと、ここ

と、ここのほうに情報をちゃんと伝えようというこ

とが決まったのだと思うのですけれども、その情報
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発信が完了したのって、どのタイミングかわかりま

すか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 先ほどの情報発信といい

ますか、その各部署が管理する公共施設に、まず貼

り紙をしましょうというようなことで、いついつ付

で集団感染事例が発生したので注意してください、

感染防止しましょうね、というような張り紙なので

すが、まずそれをというようなことで、ですから各

部署、次の日には全て張り紙については完了してい

るというふうに考えております。 

○金兵智則委員 ではそうしたら、４月24日の時点

で完了しているはずだという、今の答弁だったとい

うことでいいですよね。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 23日の時点でそういった

指示でありましたので、24日の時点では、その張り

紙については公共施設に限りますけれども、市が管

理している部分というようなことに限りますけれど

も、そういったことで考えております。 

○金兵智則委員 改めて確認しますけれども、考え

ておりますので、報告が上がってきたわけではない

けれども、４月24日の時点では終わったと思ってい

ますよという答弁でよかったということですよね。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 完了しているというふう

に認識してございます。 

○金兵智則委員 それは報告が上がってきて完了し

ているということで間違いないということなのです

よね。 

そこ、そこなのですよ。 

完了を本当にしたという報告がちゃんと回ってき

て終わっているのか、24日の時点で終わっているは

ずだというのか、そこにはちょっと大きな違いがあ

るので、そこを聞いているのですよね。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 この後、教育委員会でも

あると思いますけれども、あと、25日の日に学校関

係というようなところがあって、その中でもまた対

策本部を開催しておりますので、その中で確認をし

ております。 

○金兵智則委員 わかりました。 

ちょっと、今はこの資料１号だけの話になってし

まっているので、ちょっと、いずい言い方をしなき

ゃいけないのですけれども、25日にも対策本部があ

ったので、そこで確認されたということで理解をさ

せていただきます。 

これは４月23日金曜日の夕方からの話なので、

土、日ということで間を挟んでしまうのですけれど

も、市民の方々から問い合わせみたいなのとかとい

うのはあったのですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 その部分も気にはなって

いて、保健センターそれから市の警備のほうに確認

をしたのですが、それほど数件の問い合わせという

か…、市の警備は１件…、それほど多くの問い合わ

せがあったというわけではなくて、警備に１件、そ

れもちょっと内容は今ちょっと把握していないです

けれども、１件あったというようなことでお話を聞

いているところでございます。 

○金兵智則委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○近藤憲治委員 それでは資料１号について少しお

伺いをさせていただきますが、いわゆる集団感染事

例ですので、同一空間で一定の時間を共にした方々

が、一定の人数を超えて検査が陽性となったという

事例だと思いますが、この資料１号の集団感染事例

については、この北海道から情報提供があったこの

くくり、塊で全てということよろしいでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 北海道から、この飲食店

での集団感染につきましては、全ての濃厚接触者を

追えていて、検査も終了して、一応今の段階では終

了というようなことで終息宣言は出ていませんけれ

ども、一応検査は終了しているというふうに伺って

おります。 

○近藤憲治委員 わかりました。 

それとですね、今回は飲食店が主たる現場という

ことになってしまいました。 

この間、網走市としてもですね、感染予防の資器

材を整備するための補助制度等もつくってですね、

感染予防に努めていただきたいという働きかけをし

てきたというふうに思います。 

その補助制度の要綱の中にも、やはり自分のお店

でどのような取組をしているかというチェックシー

トが盛り込まれていたと記憶しておりますが、そう

いった意識付けがですね、当初は非常にできていた

のだけれども、やはり時間がたつとともにですね、

お店側そしてお客様側のそれぞれどうしても何とい

いますかね、若干の緩みというようなものも出かね

ないくらいに、コロナと向き合う時間が長くなって

きているというふうに感じております。 

ですので、先ほど平賀委員も少しお話をされてお

りましたけれども、やはりこの集団感染事例を機会

としてですね、改めてといいますか、より一層です

ね、飲食店での感染予防をもう一度きちんと行って
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いきましょうという働きかけ、当然されたというお

話もございましたし、あとはやはりお店とお客様と

の関係もありますので、そこにうまくですね、お店

側がお客様に伝えやすいようなツールなり、働きか

け方の助言なりですね、心がけていっていただく必

要があるなというふうに考えておりますが、いかが

でしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今回この集団感染事例、

そして、後ほど説明しますけれども、学校での感染

というようなことで大変な状況だというふうに認識

をしてございます。 

そして、これが変異株というようなことになれ

ば、感染力も高いですとか、重症化リスクもあると

いうこともありますので、もう一度ですね、しっか

りそこは市民に対して、また各種業界に対してです

ね、周知に努めてしっかりと感染予防を網走市とし

てですね、そこはしっかりと取り組むよう市民に周

知をして、関係部署とも連携を図りながら取り組ん

でいきたいというふうに考えてございます。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○村椿敏章委員 もう一つちょっと確認したいの

は、個人が4,500円を負担してする抗原検査につい

て、このクラスターが発生した後に申込みをした方

というのは何人いるのでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 正確な数字というのは、

その集団感染とですね、あと学校での感染がちょっ

と重複してしまったので、ちょっと正直に言って検

査数は増えています。 

ただ保健センターで受けたものが学校によるもの

なのか、このクラスターによるものかという、ちょ

っとすみ分けができていない状況でありますけれど

も……。 

○永本浩子委員長 村椿委員、この数字は今すぐで

ないといけませんか。 

○村椿敏章委員 後ほどで構いません。 

○永本浩子委員長 後でも大丈夫ですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 月曜日は申込みがなかっ

たのですが、昨日42件、今日は９件、保健センター

で申込みを受けております。 

○村椿敏章委員 はい、わかりました。 

自分が感染しているかどうかというのが気になっ

て受けたのだと思うのですけれども、できればです

ね、個人の負担が4,500円かかるというところなの

ですが、ここをなるべく感染を広げないためにする

のに、市のほうも4,500円ではなくて、もう少し市

が負担して検査しやすいようにしてもらいたいなと

思うのですが、それについてはいかがでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 後ほどまた詳しく御説明

しますけれども、今回の感染、学校での感染という

ようなことで非常に親御さんも子供たちも不安に思

っているということで、学校関係の部分につきまし

ては、今回は無料でということで進めているところ

でございます。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 それではちょっと、学校関係の

ほうの内容も少しダブってきておりますので、続き

まして、新型コロナウイルス感染症に係る網走市立

学校の学校閉鎖等について、資料２号の説明をお願

いいたします。 

○小松広典学校教育課長 資料２号を御覧くださ

い。 

新型コロナウイルス感染症にかかる網走市立学校

の学校閉鎖等について、御説明申し上げます。 

網走市立西小学校に通う児童１名が、新型コロナ

ウイルス感染症のＰＣＲ検査の結果、陽性と判明し

たため保健所の調査に協力するとともに、消毒作業

などの感染症対策を徹底するため、令和３年４月26

日月曜日から４月28日水曜日までを学校閉鎖といた

しました。 

また、新型コロナウイルス感染症の陽性者が確認

されました網走市立西小学校及び北海道網走桂陽高

校、以下に記載してございますけれども、対象者に

は希望に応じて検査を実施することといたしまし

た。 

詳細につきましては、（１）の網走市立西小学

校、全校児童数は127人、教職員数は20人、こちら

の小学校の対象は児童と家族、教職員としまして、

日時につきましては令和３年４月27日火曜日と28日

水曜日、両日とも10時から14時、ドライブスルー方

式による検査を実施し、場所は非公開としておりま

す。 

また、料金につきましては無料としております。 

（２）の北海道網走桂陽高校の全校生徒数につき

ましては390人、教職員数は41人でございますけれ

ども、こちらの高校の対象は生徒と教職員、生徒の

家族としまして、料金は無料としております。 

アの生徒、教職員につきましては、希望者に４月

28日水曜日に検査キットをお渡しし、29日に回収す

ることとしております。 

また、イの生徒の家族につきましては、４月28日



- 9 -  

水曜日にドライブスルー方式により検査を実施する

こととしております。  

場所につきましては非公開となっております。 

説明については以上です。 

○永本浩子委員長 ただいまの説明に対し質疑等ご

ざいますか。 

○工藤英治委員 この最初の飲食店のほうから出た

ものと、西小学校、桂陽高校は全く関係ないのか、

ルートが違うのか、その辺もわかっていないのか、

別ルート、この辺は把握されているのですか。 

○小松広典学校教育課長 学校、児童の陽性の結果

につきましては、経路については不明でございま

す。 

関連性につきましては、こちらのほうでは承知し

ておりません。 

○工藤英治委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○古田純也委員 確認ですが、この検査の結果が出

るのは、どのぐらいで出るのでしょうか。 

抗原検査……。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 抗原検査につきまして

は、今厚生病院と１日200件ぐらいはできるという

ことでお願いをしているところでありまして、その

数であれば、その日のうちに結果が出るということ

でございます。 

○永本浩子委員長 よろしいですか。 

○古田純也委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○金兵智則委員 先ほど桶屋部長からありました、

４月25日にまた対策本部が開かれたのが、この件だ

ということになっていくのだと思います。 

23日からクラスターの話があり、24、25日と週

末、あらゆるところから、あらゆる話が、様々な種

類の話が飛び込んできました。 

週末、これほど何か、ブルブルブルブル鳴る電話

も珍しいなというぐらい鳴りました。 

詳細については、たしか４月25日の夜、正式に発

表がされたのだと思います。 

その辺のまた、情報公開といえばいいのでしょう

か、流れの部分についてお示しいただければという

ふうに思います。 

○小松広典学校教育課長 西小学校の情報につきま

しては、４月25日の21時50分になりますけれども、

西小学校の全保護者宛てに、この内容につきまして

メール送信しております。 

続いて日にちが変わってですね、４月26日の０時

55分になりますけれども、この時間に報道機関への

発信を行っております。 

それから、４月26日の10時50分から会派代表者会

議において説明をさせていただきまして、４月26日

の午後になりますけれども、市のホームページでの

周知ということで、こちらにつきましては議員さん

からの指摘をいただき、急遽対応させていただいた

というところでございます。 

○金兵智則委員 そうなのだと思います。 

４月25日の段階で違う小学校の名前が出たりだと

か、違う個々の名前が出たりだとかあったのですけ

れども、保護者の方々にメールが配られた段階で西

小学校だったということがその世界…、ＳＮＳの中

では確定がされたような情報になってきておりま

す。 

それで、その中でもやっぱりホームページがね、

更新をされないので、市の公式発表がない中で様々

な問い合わせの中で、どう答えていいものやら、大

変困りました。 

ずっとホームページを何回も何回も、僕も開きま

したけれども、結局は４月26日の午後まで発表がな

かったと。 

これがまた、大きな混乱を生んだ一つの原因なの

ではないかなというふうに思うのですけれども、そ

の辺はどうでしょうか。 

○小松広典学校教育課長 市のホームページの更新

につきましては、実際に手が回らなかったというと

ころが大きな要因なのですけれども、今後につきま

しては報道と同時にですね、発信していきたいとい

うふうに考えております。 

○金兵智則委員 この手が回らない、これはでも教

育委員会が全てやらなきゃいけないのですかね。 

対策本部の中で、ホームページですから総務…

…、なんでしたっけ、広報広聴係でしたっけ。そっ

ちにこういうものをとかという、それこそ役割分担

なのではないかなと思うのですけれども、その体制

すら対策本部ではできないのですか。 

そうですよね。教育委員会では手が回らなかった

からできませんでしたという答えなのですから、全

て教育委員会で対応しなきゃいけなかったというこ

とですよね。これは市で対応しなきゃいけないので

はないのですか。 

対策本部の中で役割分担をしながら、ちゃんとい

ち早く公表できるような体制を整えていないから、
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いつもこういうことになるのではないですかね。 

○岩永雅浩教育長 今課長からも手が回らなかった

という話をしましたが、委員からの指摘のとおりホ

ームページの更新などについては企画総務部にも、

もちろん役割として担っていただいていましたが、

私のほうからそこの更新について具体的な指示がで

きなかったということが、直接の原因だというふう

に考えております。 

今後については、それらのことについても会派代

表者会議の中で御指摘をいただいておりますので、

課長が答弁したとおり、今後については報道への情

報提供と同時に公表をできるように、役割分担を整

えたいというふうに考えています。 

○金兵智則委員 ものすごく大変だったと思うので

す。 

僕のところですらああいう状況ですから、教育委

員会、市役所の皆さん、大変だったと思うのですけ

れども、やっぱり公の情報をいただかないと僕らも

やっぱり何も言えないのですよね。 

インターネットを見られる人ばかりじゃないの

で、うわさとして聞いたままの高齢の方々もいま

す。 

そういう方々へ正式にお伝えも何もできないとい

うところが、やっぱりそういうところからちゃんと

説明していければ、少しずつ伝わっていくものだと

思いますので、その辺についてはコロナの話が始ま

ってから、ずーっと情報の今回の話、あらゆる場面

でされていると思うのですよね。 

それがここ１年たっても、まだこの状況だってい

うことがもう大きな問題だと思いますので、そこは

教育委員会や副市長がいらっしゃいますので、きち

んとした市の体制として、そこはもう一度情報公開

に係る部分に関して、きちんとした精査をお願いし

たいというふうに思いますが、いかがですか。 

○後藤利博副市長 今、金兵委員から御指摘ありま

したとおり、コロナ感染症が始まってからかなり長

い時間が経過をして、網走市におきましても喫緊に

集団感染というような状況もあり、私も含めて職員

もなかなか戸惑ってしまったというのが現状でござ

います。 

御指摘ありましたとおり今後、情報発信に向けて

もきちんと対応していきたいと考えてございます。 

○金兵智則委員 お願いしたいと思います。 

今までの議員さんも心配の上でね、様々な場面で

もし起こったら、やっぱりこういうふうにしなきゃ

いけないんじゃないのかということをお話させてい

ただいていて、実際に起こったらこういうこともあ

ってしまったというところがあると思うので、今後

の改善点にしていただきたいというふうに思いま

す。 

それでですね、実際問題、桂陽高校の皆様には本

日配付して明日回収と、またドライブスルー方式に

ついてはもうこの時間ですね、もう終わっている状

況なのですよね。 

その中で陽性疑いということがなければ、大きな

安心になっていくのかなというふうに思うのですけ

れども、これがホームページに載ったときにです

ね、西小学校の関係者の皆様、桂陽高校の関係者の

皆様、そしてあとその他という部分で、関係される

方々も受けていただきたいというようなホームペー

ジが載っていて、その他の部分というのはとてもと

てもどう捉えていいのか。業者さんで入っている人

の話なのではないかとか、小学校、高校生、学生の

皆さんですので、例えば塾で一緒に……、西小学校

でいけば学校でどの学年の方がなったのかはわから

ないですけれども、西小の方とこの20日以降、週末

ですかね、一緒の時間を過ごした方々、こういう

方々も関係者として含まれるのかどうかというよう

な問合せが、実はこの抗原定量検査のことが発表さ

れてから、この件の問合せが結構多いのですよね。 

その辺について今後…、今後というか一定程度、

今、西小と桂陽の皆さんが終わる中で、どの辺まで

と言えばいいのか、その辺をどう考えているのか、

お伺いしたいなというふうに思うのですが。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 西小学校の部分につきま

しては、学校が休校しているということもありドラ

イブスルー方式、親御さんもお子さんも含めてとい

うことでやらせていただいたのと、桂陽高校につき

ましては、29日がちょうど登校日というようなこと

もございましたので、28日にキットを渡し29日に回

収をすれば、30日に検査ができるというようなこと

で、学生さんについてはキットを配付というような

ことで考えていたのですが、やはり保護者もしてほ

しいというような要望も踏まえて、本日のドライブ

スルー方式というようなことになったわけですけれ

ども、今後その他、我々もちょっとどこまでという

ようなことがちょっと決められないというか、とに

かくこの学校の感染の事例の中で不安に思っている

方については、全部対象というふうに考えておりま

したので、その他というような表現になってしまっ
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たのですが、特に、ここからここというようなこと

ではなく、本当に見えないところでつながりがあっ

たりだとか、そういったこともございますので、そ

ういった中で不安に思っている方については、全て

対象にしようというようなことで考えているところ

であります。 

○金兵智則委員 であれば、その他関係する方々と

いうところのホームページの書き方なのですけれど

も、当該校の子供たちとの関わりがあって、不安に

思われる方々は受けてくださいというような書き方

をしていただけると、より広い……、やっぱり今回

はね、こういう事例ですので、なるべくもう不安に

思う方は全て受けてもらうといったようなことが、

僕は一番いいのかなというふうに思いますので、そ

の辺の書き方をもう１回考えていただきたいなと思

いますが、いかがですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 もう一度ちょっとホーム

ページを精査させていただいて、わかりやすい表現

ということを検討し、修正していきたいというふう

に考えてございます。 

○金兵智則委員 言い方が悪いですけれども、まず

出すというのが僕は大事なのかなと。 

間違ったことは出せないですけれども、出せる部

分から出していくというのが情報の鉄則だと思いま

すので、やっていっていただきたいなというふうに

思います。 

あともう１点、これも西小学校絡みになるのです

けれども、西コミュニティセンターが子供の居場所

づくりということでやられていて、月曜日は独自の

判断で臨時休館されたというお話を伺いました。 

それでちょっとここを僕も伺いたかったのですけ

れども、多分、西小学校の生徒は西児童館ですか

ね、というのも管轄というか、西小学校の子供たち

が行く施設なのではないかなと思うのですけれど

も、その辺学校が休みだったので西児童館も休みだ

ったのですよね。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 休館等はせずにですね、

職員も詰めて消毒をしたり、清掃をしたりというよ

うなことで、児童館の利用のしおりみたいなものが

あって、その中で学校閉鎖の場合は利用できないと

いう文言が記載をしてあるので利用はないだろうと

いうことで、ただ何かあったら困るということで休

館等はせずに、職員が詰めて待機をしていたという

ような状況であります。 

○金兵智則委員 その結果、来た子供たちもいなか

ったということなのですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 その部分についてはちょ

っと確認がとれていませんけれども、来たという報

告を課長から受けていないので、来なかったのだと

いうふうに認識をしてございます。 

○金兵智則委員 休館にはしなかったということで

すのであれなのですけれども、西コミュニティセン

ターも独自の臨時休館ということだったのですけれ

ども、僕はその辺も西児童館を休館しているのなら

ばとも思ったのですけれども、休館しているなら休

館してるっていうのも、別に載せたほうがよかった

のではないかなと。 

あらゆる情報は、やっぱり、どんどんどんどん出

していくべきだったのではないかなというふうに思

うのですけれども、いかがですかね。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ちょっと先ほどの答弁と

重複しますけれども、学校閉鎖は利用できないとい

うようなことでありますので利用がないものとし

て、ただ子供が間違って来たりだとか、そういった

ことの対応のために開けていたというか、休館をせ

ずに職員を待機させていたというような内容であり

ますので、今後そういった部分も、今回初めてのこ

ういった事例でありましたので、様々なことを考え

ながら対応するようなことも検討していきたいとい

うふうに考えてございます。 

○金兵智則委員 今の話は多分、西児童館の話だっ

たと思うのですけれども、西コミセンは臨時休館を

された、独自の判断で臨時休館をされたのだと思い

ます。 

そこは子供ばかりが使うわけじゃないですので、

西コミュニティセンターはこういう事情があって休

館しますということも、今ここで言うべきことなの

かどうなのかはわからないです、担当があれですか

らわからないですけれども、そういったことも、ど

んどんどんどん情報を発信していかないといけない

のではないかなと思うのですけれども、いかがです

か。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 申し訳ありません、ちょ

っと市民環境部のほうにも確認をさせていただい

て、そこが漏れていたということであれば今後の対

応として、教訓として、対応していきたいというふ

うに考えてございます。 

○金兵智則委員 ちょっと今いらっしゃらないので

何ともあれですけれども、そういうことがやっぱり

やっていくべきだと思いますし、あとちょっと気に
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なったのが独自で休館をというところなのですよ

ね。 

さっきの西児童館もそうですけれども、こういっ

た場合があったら利用しないようにとなっているけ

れども、さっきの西児童館の話でいけば利用しない

ということになっているので、子供は来ないと思う

けれども、何かあったときのために職員が詰めてい

たという、今後じゃあ、もしほかのところであった

場合も、ほかの児童館なんかはその対応なのか。 

西コミュニティセンターは子供の居場所づくりと

いうところをやっているので、自分たちの判断で臨

時休館にして消毒作業を自分たちでやったというこ

とみたいですけれども、その辺ってきちんと市側が

こうしてくださいというところはルール化をしてな

きゃいけないっていうのも、今まで多分ずーっとい

ろいろな議員さんが言ってきたのだと思うのですけ

れども、結局こういう状況だったのですけれども、

やっぱり作っていかなきゃいけないのではないので

すかね。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今回の対応をちょっと踏

まえまして検証してですね、課題等々については整

理をいたしまして、ルールづくりを進めていきたい

というふうに考えてございます。 

○金兵智則委員 大変な御苦労をされたということ

は重々わかっていますけれども、起こってしまった

ことは致し方がないと言っていいのかどうなのかは

わからないですけれども、ミスはどうしてもあった

というのはしようがないとは思いますが、今後同じ

ことがあったときに同じことをしてしまわないよう

にだけ、今後精査をしていってほしいなというふう

に思います。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○平賀貴幸委員 何点かちょっと少しあちこち飛ぶ

かもしれませんけれども、質問していきますけれど

も、まずこの学校閉鎖についての保護者へのお知ら

せの仕方なのですけれども、抗原定量検査の場所は

非公開という形で、こういう表現で保護者の方には

出しているというふうに理解してよかったのでしょ

うか。 

これ行政としては非公開ですという意味に捉える

のですけれども、この書き方ですか。 

○小松広典学校教育課長 抗原定量検査の御案内に

つきましては、保護者宛てにお知らせする段階では

ですね、場所も明記しておりまして、その場所も明

記してお知らせしております。 

○平賀貴幸委員 ちょっと聞き方を間違えて申し訳

ないですけれども、その際にその場所は非公開なの

だよと。 

そのことをほかの人に知らせないのだよっていう

ことが、わかるような文章になっていましたかと言

ったのですけれども。 

○小松広典学校教育課長 お知らせ自体はですね、

保護者宛てにお知らせしておりますので、そこには

非公開としているという中身はございませんけれど

も、保護者宛てにはそのような適切な形で伝わった

というふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 納得しましたけれども、撮影され

てＳＮＳに載っているわけですよ、もう既に。 

非公開なのにですよ。 

全部書かなくてもわかるだろうと思うかもしれま

せんけれども、撮影は御遠慮ください、ＳＮＳには

投稿もご遠慮くださいと書いてあげないと上げちゃ

う時代なのですよね。 

そういったことも理解しながら、行政文書はもう

書かなきゃならない時代だということをまず認識し

ていただきたいのですけれども、少なくともどこに

行ってもそうなっているのですけれども、こういう

検査のところだとかへ行ったら、ＳＮＳへの掲載を

御遠慮くださいとか、撮影は禁止とかという張り紙

が、この非公開の場所に行ったらしていなきゃいけ

ない最低限と思うのですけれども、その辺の対応を

されていなかったから上がっているのだと思うので

すけれども、その辺の認識はどうですか。 

○小松広典学校教育課長 その辺の記載につきまし

ては、今回実際に書いておりませんので、今後その

ような御意見をいただきましたので、活用していき

たいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 少なくても明日以降起きないため

には、会場に撮影は禁止、ＳＮＳの投稿は御遠慮く

ださいということをきちんと貼り紙をしておかない

と、起きちゃうのですよね。 

桂陽高校も出てくるわけでしょ、明日ですよね、

桂陽高校ね。 

そういう対応をしっかりしていただきたいという

ふうに思いますので……、桂陽高校はキット化され

たからないのか。 

そういうことが起きてしまっているので、ちょっ

とそこですね、やっぱり手落ちの一つだなというふ

うに思います。 

それから、先ほど金兵委員からも、そのルール化
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の話がありました。 

３月の予算委員会の中でも、その前にもうマニュ

アルをつくって対応するということが必要だってい

うことを再三、各議員求めていますけども、つくら

ないで、今、来たことが一つですね、緊急の対応が

起きた時の対応の遅れにつながっているというふう

に私は思うのですよね。 

基本的な対応のマニュアルは、やはりつくってお

いて、それに沿って対応しつつ、イレギュラーには

的確に対応を変更するということをしなきゃいけな

いと思うのですけれども、４月以降にマニュアルが

できているとか、そういう状態になっているのか、

やっぱりそのままで今回もこういう事態を迎えたの

か、どういう認識で私たちはいたらいいでしょう

か。 

○小松広典学校教育課長 今回の感染症に対応する

マニュアルにつきましては、ちょうど作成途中でご

ざいまして、ある程度はできていたところでござい

ますけれども、今回はできている部分を活用して対

応してきたところでございます。 

また、今回実際にですね、そのマニュアルに沿っ

てやってみたところ実際とは異なるような、こうし

たほうがいいというようなところも多々ございまし

たので、今回いただきました御指摘の部分ですね、

またこちらもマニュアルのほうに記載しまして、対

応していきたいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 教育委員会としての答弁なので、

教育委員会対応のマニュアルの整備が進みつつある

のだなと思いますけれども、市長部局のほうとし

て、対策本部としての対応マニュアルというのは整

備されているのですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 対策本部としての対応マ

ニュアルというものは今まだ整理されておりません

ので、今回のこの事例を参考にですね、また教育委

員会のマニュアルも参考にさせていただきながら、

整理をしていきたいというふうに考えてございま

す。 

○平賀貴幸委員 そこも一つの、今回の対応がなか

なかそのうまくかみ合わなかったというか、遅れた

一つの原因なのだとやっぱり思います。 

我々議会が、やっぱり指摘されたものについて

は、必要でなければ指摘しませんから、そこは尊重

しながら、できるだけ早く進めていただきたいと思

います。 

それからほかにもいくつか聞いていきますけれど

も、まず西小学校に保健所からかな、連絡があった

のがいつで、その後の対策本部が開催されたのはい

つでという時系列については、今日説明いただいて

いないですよね。 

改めて御説明ください。 

○小松広典学校教育課長 まずですね、西小学校か

ら教育委員会のほうに報告がありました時間が、時

刻が18時20分となっております。 

対策本部を開催したのが19時となっております。 

引き続きですけれども、それから20時55分です

ね、感染した方の保護者と連絡をとりまして、それ

で21時50分に西小学校のほうでは保護者宛て周知文

を送信しまして、そして翌日の午前０時55分に市内

報道機関へ報道メモを送信したという流れとなって

おります。 

○平賀貴幸委員 今の説明だと７時から８時55分ま

での間が何もないのですけれども、何もないままだ

ったのですかね。 

そこもいろいろやり取りあったのでしたら、そこ

も含めて明らかにしていただかないと、時系列が何

もなかったので、母親に連絡するまでに２時間かか

ったという話になっちゃうのですけれども、そんな

ことはないと思うので明らかにしていただきたいと

思います。 

○小松広典学校教育課長 19時に対策本部ができて

からですね、それから時間が少々たちまして、西小

学校のほうから市教委のほうに保健所との打合せの

内容の連絡がございました。 

それについての検討等を行いまして、20時に保護

者宛ての送付文の文案の原稿を西小学校のほうから

いただきまして、それの検討を進めていったという

時間でございます。 

○平賀貴幸委員 一つ一つちょっと聞いていきます

けれども、まず西小学校から新型コロナウイルスの

感染者の発生の報告があった６時20分から、７時に

対策本部が開催されるまでに40分があったのですけ

れども、ここは人が集まるまでに40分間かかったの

で開催できなかったというふうに理解していいの

か。ほかの事情があったので時間がこれだけかかっ

たというふうに理解していいのか、どういうふうに

理解したらいいですか。 

○小松広典学校教育課長 18時20分に報告を受けて

からですね、19時に集まるような形で指示連絡をし

たという時間となっております。 

○平賀貴幸委員 そこは人が集まる時間を見越して
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ということですね、そういうふうに理解をさせてい

ただきます。 

次にですけれども、７時20分ぐらいですか、西小

学校から市教委に保健所との打合せの内容の連絡が

あって、西小学校から保護者向けに送るメールの文

案についての連絡があったのが８時ということで、

ここも40分の時間があるのですけれども、ここも随

分と時間がかかっているのですけれども、ここはど

んなやり取りがあって40分かかっているのですか。 

○小松広典学校教育課長 この間に19時20分です

ね、連絡いただいた中身というのは翌日の予定です

とか、学校の予定ですとか、主に学校の消毒に関す

ることでございます。 

それから、あと対象学校のですね、取扱いについ

てどうしていくかという内容、それからここで保護

者への連絡をどのようにしていくのかという内容で

すね。それから保健所から資料を請求されていると

いうことで、その辺の連絡事項でございまして、そ

こに係るそれをどうしていくのかですとかという、

具体な部分の資料を作成したりですとかという部分

もございますので、そのような時間がかかっており

ます。 

○平賀貴幸委員 では次に、マ・メールの文案。保

護者への連絡の文案が、20時に西小から市教委に来

たと。 

感染された方の母親への連絡、その内容の了解を

得るまでに55分かかっているのですけれども、ここ

はなぜ55分も時間がかかったのかを明らかにしてい

ただきたいと思います。 

○小松広典学校教育課長 文案につきましては、事

前に保健所のほうから文案の中身を見せてください

ということで、確認するというような流れとなって

おりまして、その辺に時間は要しております。 

○平賀貴幸委員 そうするとその後、実際にメール

を流したのが21時50分ということですから、保護者

への連絡からさらに１時間かかっているのですよ

ね。 

ここも保健所とのやり取りや承認のために、時間

がかかったと。 

つまり保健所とのやり取りのためだけに、少なく

とも保護者へのメールを送るために、２時間も時間

を費やすことになったというふうに理解してよろし

いですね。 

○小松広典学校教育課長 実際に内容の確認にも時

間を要しておりますし、保健所のほうは状況を判断

するために学校の方とかなりの長時間のやり取りを

しておりますので、その間を縫ってこちらも学校と

連絡をするなど非常に連絡がとりにくいような状況

でしたので、これぐらいの時間がかかっておりま

す。 

○平賀貴幸委員 網走市の教育委員会が、私はここ

が悪いと全く思っていませんので、あくまでも状況

の確認をさせていただいているだけなのですけれど

も、その後に保健所から報道メモ、広報メモという

のですか、了解を得て24時55分に送るという形にな

ったということですよね。そこにも保健所の関与が

あったので、時間がさらに保護者へのメールの送信

から何時間だ……、２時間、３時間くらいかかった

というふうに理解してよかったですか。 

○小松広典学校教育課長 そのようなやり取りは実

際にしております。 

○平賀貴幸委員 なんて言ったらいいのか、言葉が

見つからないのですけれども、保健所に対してです

ね、これは何らかの形で網走市は抗議するべきだと

私は思います、正直。 

保健所の対応に、どこを起点にしたらあれですけ

れども、７時20分とか、７時とかその辺を起点にす

るとですね、３時間、４時間、何時間ですか。 

５時間ぐらいかかる話ですよね、情報発信するま

でに、異常です、正直。 

北海道の管轄ですから、網走市としてはそこと調

整しながら教育委員会を含めてやるしかないのです

よね。そこは私、よく理解します。 

網走市が意図的に遅くしたわけでも何でもなく

て、どんなに頑張ろうとしても相手があって、保健

所さんの了解がなければ対応できなかったから、こ

んなに時間がかかった話ですよね。 

これはやっぱり市民の暮らしの安心、安全を考え

ると、先ほどの金兵議員の話じゃないですけれど

も、ホームページの更新を含めて遅れる最大の原因

ですよね、これが。こんなに時間かかることが常識

的に言っておかしすぎるのですよ。 

しかも流された文書だとか、報道メモとか見てい

ますけれども、たった数行ですよ。 

５行とか６行の話で、こんな何時間もかかるなん

てことを求める保健所というのは一体どんな役所な

のだと私は思うのですけれども。この辺をしっかり

と網走市、教育委員会としてというより、網走市と

してですね、こういったことがないようにきちんと

やってくれということを、正式に申し入れるべきだ
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と思うのですけれども、いかがですか。 

○後藤利博副市長 今回の事例につきまして、網走

にとっても初めてのことでございました。 

今まで皆様ともいろいろ御指摘を受けた部分、ま

た情報発信の方法、それから費やした時間など網走

市にとりましても、大変市民にも不安な時間を長く

かかってしまったというのが現実でございます。 

今後関係機関にも、私どもの市民への安心を守る

という意味で必要なことについては、申入れをしっ

かりしていきたいというふうに考えてございます。 

○平賀貴幸委員 そうですね。 

もちろん、もう少しこういうふうにやれば早くで

きたとか、いろいろな考え方があるのだと思います

し、実際そうなのだろうと思いますけれども、今回

の25日の対応に限ってはですね、やっぱり保健所の

対応があまりにも悪かったのだと私は思っておりま

すので、その辺を含めてですね、市民にどう伝える

のかが大事かなと私は思っているのですけれども、

情報公開の一つの考え方なのですけれども、どうし

てもですね、網走市の場合は何かあったときの結果

だけを公表しようとしているのですよ。 

わかりますか。 

こういうものが発生しましたっていうことを、公

表しようとしているのですね。 

こういうことがありました、こういう対応をしま

したというところだけを載せるのですよ。 

でも本来の情報公開というのは、こういう過程も

全部公開するのですよ。 

言っている意味わかりますか。 

意思決定の過程も含めて公開すると、市民の人が

どうして今回こんなに時間がかかったのかっていう

ことを理解することができますけれども、この議会

を傍聴している方やインターネットを見ている方以

外は、これがわからないのですよね。 

どうして網走市の今回の25日の対応がこんな時間

までホームページに出てこないとか、いろいろなも

のが起きたのかとか、わからないじゃないですか。

教育長からの指示が遅れて、その結果として遅れた

ならばそこも含めて公開すればいいのですよ。 

そういったことを踏まえて、次はそういうことが

起きないように対応していきますというふうに説明

をするから、行政としての信頼が上がるのですね。 

公開しづらいところも含めて、過程も公開すべき

だと私は思うのですけれども、今回のこのコロナウ

イルスの感染のことを踏まえてですね、情報公開の

在り方を、もちろんプライバシーに配慮の部分は徹

底しなきゃいけないのですけれども、変更していっ

たほうがですね、市民からの信頼が得られると思う

のですけれども、その辺はいかがですか。 

○後藤利博副市長 情報の公開の仕方ということで

ございますけれども、委員から御指摘のある部分も

当然あると思いますけれども、やはり市民へ周知す

る段階では、不確定の要素は当然お知らせするわけ

にもいきません。 

また、情報の元といいますか、出していただける

ところも相当にそこら辺を精査した上で、私どもの

ほうにも情報をくれるということがございます。 

そういうことを考えますと、その経過を一々市民

の方にお示しをして、行政の信頼を得るということ

が果たしていいのかどうか、その辺は大変疑問があ

るところでございますけれども、先ほども申しまし

たとおり、市民の不安を解消するためには、少しで

も早く正しい情報を今後も提供していけるように取

り組んでまいりたいと思います。 

○平賀貴幸委員 以前に一般質問で申し上げたので

すけれども、こういったコロナウイルスの関係、

様々な支援策についてですね、検証をしながら中間

報告だとかを含めて取り組んでいる北海道の事例も

示しながら、お尋ねしたこともございます。 

今回もですね、私が申し上げているのは途中途中

を都度都度、公開するというよりはですね、後から

振り返ったときに、どこがどう悪かったのでそれを

踏まえてこういうふうに修正しましたということを

含めて情報公開するのが、行政の信頼性の向上だと

いうことを申し上げているわけですよ。 

ＳＯＭＰＯフェスタの対応についても同じだと思

っているのですけれども、こういったものも含めて

ですね、失敗したところはこういう理由で失敗をし

たのだと、それを踏まえてこういうふうに改善した

のだということを公開していくことでですね、行政

の信頼が増すのだということを申し上げていますの

で、今すぐにしてくださいという意味でもありませ

ん。後でですね、検証をしながらそこはやっていた

だくときにまとめてでもいいですので、しっかりと

取り組んでいただきたいというふうに思うのですけ

れども、いかがでしょうか。 

○後藤利博副市長 議員から御指摘のありました部

分も、今後併せて取組を考えていきたいと思いま

す。 

○平賀貴幸委員 ぜひ検討いただきたいと思いま



- 16 -  

す。 

もう１点これから連休に入ってくる中で、子供た

ちが集まるようなイベントもたくさん予定されてい

るのだと思います。 

現に今日も新聞の中には、かわら版のチラシがあ

って、５月５日の子供の日の小中学生が無料だとか

そういうのもあったり、子供向けなのだろうなとい

うイベントの告知があったりします。 

この辺について、網走市の方針を示せるなら示し

ていったほうがいいのだろうなというふうに思いま

すし、今抗原定量検査の結果次第では、なかなか難

しくなるのも出てくるのかなっていう心配もします

けれども、その辺の現状はどのように考えていて、

万が一、検査結果の状況が思っていたよりも厳しい

となったときには、どうするのかという考え方を持

っているのか。 

これは、場当たり的な対応をしないためには、事

前に持っていなきゃいけないのですよね、方針を。 

そこをちょっと聞かせていただきたいのですけれ

ども、いかがでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 このまま感染が落ち着け

ばいいのですが、わからない部分、検査の結果によ

っては感染拡大していくのかもしれないですし、そ

の状況に応じて、その都度検討し決定していかなけ

ればならないというふうに考えてございます。 

感染症対策本部の中でですね、関係部署がそれぞ

れ意見を出し合って、方向性を決めていきたいとい

うふうに考えてございます。 

○平賀貴幸委員 本来でしたら事前に、ここまでい

くとこうだとかっていう方針を、私は持っていたほ

うが正直いいと思いますけれども、ここに来てしま

えばもう検査の結果を待つ、待った状態で判断する

しかないという考えでも理解はできなくもないの

で、そこは連休に入りますけれども、必要な対応を

とっていただけるというふうに、そこは信じていく

しかないのだろうと思います。 

それからもう１点、ここも網走市として把握して

いないという答弁になっちゃうのかなと思いますけ

れども、先ほどもちょっと触れましたが、報道では

感染者が発症するまでに接触した人の全てを把握す

ることは困難な状況にあって、クラスターを幹とし

た枝の拡大は不透明な状況だというふうに言ってい

ます。 

関係機関が、さらなる感染拡大がないとは断定で

きないとして、定期的な感染予防を強く呼びかけて

いるというふうに報道されています。 

網走市としても今回のクラスターのほうは終息に

向かうのかもしれないけれども、それ以外の感染に

ついては今のような認識では厳しい状況にあるとい

う考え方でいるのか、そうじゃないのか、ちょっと

ここをはっきりさせておいたほうがいいと思うので

すけれども、いかがですか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 もちろん集団感染の発生

また学校での陽性者の確認といったことで、感染拡

大の可能性があるというふうに考えられますけれど

も、この積極的疫学調査、保健所が行っていく中で

しっかりそこは濃厚接触者の把握、感染経路の把

握、そういったものをやっていただいて、できるだ

けそのような、大きな都市ではなかなか追えないと

いうような状況もあるようですけれども、しっかり

そこは保健所にやっていただきたいというふうに考

えてございます。 

もちろんそのことについてもですね、保健所にお

話をして、しっかりとお願いをするというようなこ

としか市としては今は言えませんので、我々には調

査権があるわけではないので、なかなかそこは難し

いのですけれども、そこはしっかりと申し出ていく

というようなことで考えてございます。 

○平賀貴幸委員 もう１点だけ伺いますが、今まで

市民に対するメッセージとして折り込み等で出して

いるのですけれども、そこにはですね、マスクをし

て三密を避けて、手指消毒等をして感染防止に努め

ましょうと。 

いわゆる、個人に対するメッセージが書かれてい

たわけです。 

それから、飲食店の皆さんはこういうことをきち

んとやってくださいねということで、飲食店として

対応してくださいということが求められていたので

すね。 

ただ、今のフェーズに入ると、少し表現の仕方を

変えていく必要があるなと思っていて、自分たちの

行動が自分たちの大事な飲食店や、家族や、市民

や、あるいは様々な公共施設なのか、いろいろな施

設なのか、市民の暮らしの場所を守ることにつなが

るのだという形で表現をしていかないと。何ていう

のですかね、内向きに自分だけを守ってくださいで

は、もうどうしようもないのかなっていう気もして

いて、市民の暮らしだとかいろいろなお店だとか、

そういうことを守るために必要な行動というのは、

こういうものなのでやってほしいのだというメッセ
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ージを出してあげないと、なかなか伝わらない部分

もあるのかなという感じも、一部の人なのかもしれ

ませんが、私はやっぱり思うのですけれども。その

辺の伝え方をちょっと変えていって、切り口を変え

てですね、自分たちで自分の地域を守るのだという

視点で、こういうことが必要だということを強く訴

えていくっていうのも、ぜひ市長メッセージで出し

たほうがいいのではないかと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 新たな変異株だとか、そ

ういった感染力が高いですとか重症化ということも

ございますし、大きな町では若者の路上飲みですと

か、いろいろ様々な課題が生じてきていますので、

その辺の今までの、マスクをしましょう、手を洗い

ましょう、手指消毒をしましょう、三密を回避とい

うだけではなかなか抑え込めないという現状が今後

出てくることも考えられますので、少し市民に対し

て表現を変えた中で、周知に努めてまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

○村椿敏章委員 先ほどのクラスターのところで、

クラスターに関係して感染しているかどうかってい

うことを心配する方に、抗原検査を安くできるよう

にできないかという話をしたと思うのですが、今の

小学校そして桂陽高校の家族に対しては、今回無料

で検査できるようにするというところが、感染に心

配している人たちの安心をやっぱり得るためには必

要だと思うので、ぜひクラスターに関係したとかで

すね、それに濃厚接触者と判断されていない方につ

いてもね、無料で抗原検査ができますよというよう

なことも必要だと思うのですが、いかがでしょう

か。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今回の集団感染事例につ

きましては、特定高齢者も終え、検査も終了してい

るということで、一段落をしている状況でございま

す。 

ただ学校につきましては、不特定多数の多くの方

が関わりを持って不安を抱えているということがあ

りますので、無料でということでは考えていますけ

れども、集団感染の関わりの中で集団感染の関係に

ついては、今のところ無料にするということは考え

ておりません。 

○村椿敏章委員 今は考えていないというところで

しょうが、ぜひ今後網走市のね、感染を何としても

抑えるためには、この抗原検査をしてコロナウイル

スを見つけ出していくというのが一番大切だと思う

ので、ぜひ今後考えていただけたらと思います。 

以上です。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○近藤憲治委員 まず資料２号の件についてでござ

いますけれども、この抗原定量検査をですね、幅広

に行っていることについては、市民の皆さんの不安

解消であるとか、スクリーニングという意味からも

ですね、非常に効果的な取組なのではないのかなと

いうふうに受け止めさせていただいております。 

迅速な対応に感謝をしたいというふうに思いま

す。 

今回の資料１号、２号の全般に関わる私の問題意

識をお話させていただきたいのですけれども、この

クラスターの発生、さらには学校閉鎖、高校におい

ては学級閉鎖でございますけれども、こういった情

報が公開されるにつれですね、その前からもですけ

れども、インターネット上のですね、ＳＮＳですと

か掲示板でですね、陽性であった個人を特定しよう

とする書き込みでありますとか、それから飲食店の

具体的な名称や感染ルートへの臆測、想像に基づく

書き込みというのが散見をされております。 

特にＳＮＳにおいては、ＳＮＳが持っている特質

上、どうしても自分が知りたい情報がより表示をさ

れるという傾向がありますので、そういったインタ

ーネット上の流言飛語に当たるようなものをです

ね、より目にすることによって結果的には不安を増

幅してしまうようなですね、傾向もあるというふう

に受け止めております。そういったインターネット

上、またＳＮＳ上のですね、この人権侵害にもつな

がりかねない憂慮すべき状況というのを、市として

は把握をしているのかどうかと、またそこに対して

の認識をどのように持っているのか、まずはお伺い

したいと思います。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 情報公開の考え方、もち

ろんその感染症法をベースに北海道の考え方といっ

たものがあり、なかなかその市町村名の公表をしな

いだとかというようなこともございますけれども、

その理由として、今、委員の御指摘のとおりの誹謗

中傷ですとか差別偏見、そういったものがあるとい

うふうに認識をしております。 

実際に網走市でどのようなことが起きているのか

という部分は、ちょっと見えない部分がありますけ

れども、やはりそこはそういったところを改善して

いかないと、なかなかスムーズに公式な情報公開に
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つながらないというふうに考えておりますので、そ

ういった部分はやはり今後市民への周知、今までも

周知しているところでありますけれども、やっぱり

差別偏見、そういったものがないような形で今後も

進めていきたいというふうには考えているところで

ございます。 

○近藤憲治委員 そういったところは憂慮といいま

すか、懸念を持たれているということは今の答弁で

理解をさせていただきました。 

書き込みをされている方は、ＳＮＳであれば具体

的にどのような方が書き込まれているのかもわかり

ますけれども、掲示板になりますと匿名ですので、

実際にどのような方が、どのような思いで書き込ま

れているのかというのはわかりませんけれども、文

面を見る限りでは一面で不安な思いがあるのだろう

と。 

ただ、その不安な思いが余りにも増幅をして、そ

の個人の特定に迫ったりだとか、感染ルートを自分

の憶測で勝手に書き込んでしまったりだとか、そう

いった結果的にはその不安な思いがですね、陽性に

なってしまった方への人権を著しく侵害をするとい

うようなケースにつながっていってしまうのではな

いかという懸念を、私は強く持っておりますので、

他の自治体の事例なんかを見てみますと、やはりそ

ういった人権侵害をですね、未然に予防しようとい

う啓発の意味も込めての条例の制定ですとか、そう

いった周知ＰＲですね、啓発の呼びかけ等をしてい

るところもございます。 

網走市も市長のメッセージの中にも、人権侵害は

なさらぬようにというメッセージも書き込まれてお

りますけれども、こうなってくるとですねもう少

し、こういうことが人権侵害につながりかねないの

だというようなことも含めてですね、伝えていく必

要もあるかと思いますし、議会の側でもですね、市

民の皆さんに、どういうふうに働きかけができるの

かという議論をしていく必要があるかなと思ってい

ますけれども、これは特別委員会の中でも少し御提

案させていただきたいなというふうに思っています

が、ちょっとそういった今後の方向性、憂慮してい

る、懸念を持っているというのがわかりましたの

で、ちょっと今後どういうふうに取り組んでいくべ

きかというのを、ちょっと今私も話をさせていただ

きましたけれども、お考えがあればお示しいただき

たいと思います。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 やはり、そういった差別

や偏見といったことは、あってはならないというふ

うに考えてございます。 

今後、市民周知の中でもですね、少し踏み込んだ

表現をするなど工夫をしながら、周知に努めていき

たいというふうに考えてございます。 

○近藤憲治委員 そしてもう１点であります。 

これは先に複数の委員の方がお話をされていた部

分ではございますが、こういったクラスター等が発

生をいたしますと、公共施設でありますとか、また

は公共施設に関連する行事等をどのように開くの

か、休むのか、それとも継続するのかというような

議論が当然なされるものだというふうに受け止めさ

せておりますが、ちょっと基本的な考え方を伺いた

いのですけれども。去年ですね、緊急事態宣言が発

出をされてその後ですね、緊急事態宣言が明けて、

結果的にそういった取組がどうだったのかというよ

うな検証が、いわゆる感染症対応をしている都道府

県レベルの自治体であったりだとか、それから他の

ですね、法律に関わる団体、教育に関わる団体等で

検証がなされているので、ちょっと私はそれを読ん

でみているのですけれども、全体的な傾向としてあ

るのがやはり何でもかんでも公共施設を閉めてしま

ったのは、良くなかったのではないかというような

ニュアンスです。 

つまりこれはどういうことを言いたいかというと

ですね、やはり市民の生活、そしてまた子供たちの

学びや成長の機会を保障するために公共施設であり

ますとか、それからスポーツ施設、またその関連す

るイベント等々は、やはり極めて重要な権利の保障

という側面を持っているということであります。 

ですので、当然に感染症予防には極力、最大限の

配慮はするのだけれども、一方で公共施設、または

そういったスポーツに関連するまたは学習に関連す

る行事等は、何らかの形できちんと実施をしていく

ほうが望ましいなというような認識が、そういった

検証を読むと散見されるわけであります。 

ですので、今後マニュアルを作られているという

ようなお話もされておりましたが、基本には例えば

市民の生活、文化的な生活を維持するというような

視点でありますとか、子供たちの学習権であります

とか、スポーツする権利を保障するという視点で極

力開けていきたい、ただしこういう状況では閉める

のだというような考え方を持って、つくっていって

いただきたいというふうに思うのですけれども、そ

のあたり認識はどのようにお考えでしょうか。 
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○桶屋盛樹健康福祉部長 委員指摘の部分につきま

しては、しっかりと検証をさせていただきながら、

今後の方向性を定めていきたいというふうに考えて

ございます。 

○永本浩子委員長 よろしいでしょうか。 

ほかに質疑ございませんか。 

それではこの度の……。 

○金兵智則委員 もう質疑がないようですので、長

い間ありがとうございました。 

ちょっと委員長に最後一つお話をさせていただき

たいのですけれども、今回の集団感染が起きたのが

夜の町ということで管轄が観光商工部、今回は教育

の部分もあったので教育委員会と、学校関係もあっ

たので教育委員会と。 

コロナ感染に関わってということで健康福祉部の

皆さんで、今回は観光商工部の方が来られなかった

のですけれども、文教民生なのでね、観光商工部の

方を呼ぶというわけにはいかないのですけれども、

ちょっとやっていて、いずい部分があるなというふ

うに思います。 

案件によってですね、せっかく新型コロナ特別委

員会をつくっていますので、そこは委員長同士でち

ょっとうまいことやっていただいて、開かれた議論

がきちんとできる場をですね、その辺の調整してい

ただきたいなというふうに思います。 

以上です。 

○永本浩子委員長 ただいまの金兵委員の御意見で

すけれども、事前に山田特別委員会の委員長とも話

し合った結果、今回はこのクラスターの発生、また

学校閉鎖等によって、こういった形でドライブスル

ー方式による検査等を無料で実施するということ

で、後々予算の計上にも関連することがあるのでは

ないかということで、今回は文教民生委員会の所管

事務調査ということになりました。 

ただ、先ほどの平賀委員やほかの方の発言の中で

観光商工部のほうに関連する質問がありましたの

で、今回は聞いている情報ということで答弁してい

ただけましたので、言わなかったのですけれども、

もし答弁が難しいようでしたら、私としてはそうい

った内容は所管が違うので、所管を超えた内容に関

して対応するために特別委員会をつくったわけです

ので、特別委員会のほうで発言をしていただきたい

ということを言おうとは思っておりましたが、今回

は代わりにということで答弁いただきましたので、

もし直接に観光商工のほうからもきちんとした答弁

をいただきたいということでしたら、この後の特別

委員会でもそういった趣旨の内容で提案をいただけ

ればと思っております。 

よろしいでしょうか。 

○平賀貴幸委員 今日の仕切りについては、委員長

の説明でわかりましたけれども、今後についていろ

いろ検討が必要だなと、今、話を伺いましたが、私

はこういった緊急な案件があった場合については、

申し訳ないのですけれども、所管委員会でなくて特

別委員会でやるべきだと思います。 

なぜなら、所管を超えることが当然想定されるか

らです。 

日常のオペレーションの中で様々な対応を進める

ものについては、所管委員会でしっかりとやってい

くっていう形で、通常の整理を私はしたほうが多分

いいのだろうなというふうに思います。 

ここはですね、今後いろいろな考え方もあるの

で、整理していただければと思っているので、今、

委員長がどうします、こうしますという意見を求め

ているわけじゃないですけれども、そんな仕分けの

ほうが、こういう場合については、よかったのだろ

うなというふうに思ったところです。 

以上です。 

○永本浩子委員長 今後につきまして、今回につい

ては特別委員会の委員長とで相談した上での、わか

った上での結果ということで御承知おきください。 

それでは、今回のこのクラスターと学校閉鎖等の

件については、このくらいでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

最後に委員の皆様に御相談なのですけれども、先

日の協議会の折に、学校教育部のほうからお話があ

りまして、小規模学校の現場視察も可能ですという

お話があったのは皆さんも御存じと思いますけれど

も、もし委員の皆様の御賛同がいただけるようでし

たら、所管事務調査として現場の視察を行っていき

たいと考えておりますけれども、皆さんいかがでし

ょうか。 

〔「休憩」と呼ぶ者あり〕 

工藤議員、よろしいですか。 

○工藤委員 学校とかね、今、コロナでまだあれだ

から対応できるのだったら、それはそれでやって。 

その辺を十分に注意しないといけないから、その辺

を十分に対応していただければと思います。 

○永本浩子委員長 ほかの委員の皆様もよろしいで

しょうか。 
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学校のほうでもコロナが出たりということで、そ

ういった状況も鑑みながらですけれども、基本的に

は行っていくということで、委員外議員の方も希望

がある方は一緒に参加という形でよろしいでしょう

か。 

〔「休憩をとってください」と呼ぶ者あり〕 

暫時休憩いたします。 

午後４時07分休憩 

午後４時08分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 

今、皆さんからの御意見もいただきまして、学校

現場の、給食現場の小規模校の視察をした上で、議

場での所管事務調査を行うということで決定したい

と思います。 

日時等については、具体的なものは、そういった

現在の状況も鑑みながら、正副で関係部局と相談を

しながら、また皆様に御連絡したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

以上で文教民生委員会を終了いたします。 

長時間本当にお疲れさまでございました。 

            午後４時08分閉会 


